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～「うちどく」のすすめ～うちどくとは？ 

「うちどく（家読）」とは、「家庭読書」の略語です。うちどくに決まったやり方はありませんが、

ノーテレビ・ノーゲームの日を設け、同じ絵本を読む、という方法が簡単でおすすめです。絵本ならば

それほど時間がかからず読めるので、感想を話し合う事も気軽にできます。家庭で大人が読書をしてい

れば、子どもも自然と本を手に取るようになります。また、同じ本を読んで感想を話し合う事で、家族

のコミュニケーションにもなります。既に桔梗が丘南小学校では「ファミリー読書」としてうちどく活

動を実施されています。保護者からも「子どもが考えていることが分かった」などの意見が出るなど、

おおむね好評の様です。普段の忙しい生活の中、子どもとコミュニケーションを取るチャンスにもなり

ますので、ぜひ家庭での読書「うちどく」を行ってみてください。 

 

は 

の日 

２０２０年・第６２回こどもの読書週間標語  

「出会えたね。とびっきりの一冊に。」 

４／２３～５／１２は、こどもの読書週間です。 
 

 


